
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「魅力ある学校づくり地域協議会情報交換会及び講演会」の報告について 

・ 標記研修会が，平成 2９年１月１９日に市教育センター１階コミュニティホールで，１０

６名の関係者の方の参加を得て開催されました。  

・ 当日は，地域協議会において実施されている会議の活性化を図るため，２人１組での「一

対一対面実習」などのミニワークショップを交えながら，「話す」と「聞く」の役割分担やコ

ミュニケーションについて学びました。また研修会後半では，前半の講演及びミニワークシ

ョップを踏まえて，グループ別情報交換会を行い，会議の活性化などについて活発に話し合

いました。 

第 1 部  講演及びミニワークショップ 

「魅力ある学校づくり地域協議会における会議の活性化について 

～学校と地域がビジョンを共有し活発に意見交換するためには～」 

宇都宮大学地域連携教育研究センター 准教授 佐々木 英和 氏 

○ 研修会の前半では，会議の活性化のために必要な「互いの信頼関係を築くこと」や「きく

こと」の奥深さ，「聞く・聴く・訊く」の違いなどについて講話をいただきました。全ての参

加者に５色の付箋を配布し，適時，付箋の色を活用した意思表示をしてもらうなど，活発な

雰囲気での講演会となりました。  

○ また，「話す」と「聞く」の役割分担について学ぶため，「教育について」や「学校と地域

の関わりについて」などをテーマにして，「＜一対一＞対面実習」を行いました。  

 

        「＜一対一＞対面実習」の基本手順  

行動 1）二人組を作る。 

行動２）二人の間で順番を決める。  

（A さん，B さんとする） 

行動３）二人組で活動をする。  

 ａ）Ａさんが話す。その間，Ｂさんは，  

Ａさんの話を聞くことに専念する。  

  ｂ）Ｂさんが話す。その間，Ａさんは，  

Ｂさんの話を聞くことに専念する。 
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「きくこと」の奥深さ  

① 聞く…「言葉」を感受・理解する  

② 聴く…「心の声」を感受し，想像を巡らす 

③ 訊く…「相手の言葉」を引き出す  



 

 

 

○ その他，ある程度時間が経った後に，「先ほどの相手の話を聞いた感想」をテーマに再び「＜

一対一＞対面実習」を行い，意外と相手の話を「聞いていない」ことを実感したほか，相手

の話を「訊く」ことに主眼を置いた実習を行い，相手の話を引き出す体験や「聞いているふ

り」をするだけでも相手は話しやすくなることを学ぶなど応用的な実習も行われました。 

○ また，「人が話す前や話した後に拍手をしてもらうと会議の場全体が盛り上がり，話しやす

くなる。」など実際の会議の場でも使える小技も紹介していただきました。 

○ 地域協議会における会議の活性化に繋がるヒントがたくさん得られた講演会となりました。

講演会で得られた知識や体験，ヒントを生かしていただき，各地域協議会での会議の活性化

に繋げていただければ幸いです。 

第２部 グループ別情報交換会 

○ 研修会の後半では，別の地域の学校同士の２０グ

ループに分かれ，「①会議で活発に意見交換するた

めには」，「②地域の声を学校運営に生かすために

は」をテーマに情報交換会を行いました。  

○ 賑やかな雰囲気の中で活発な意見交換が行われ，

情報交換会の最後には，話し合った内容を発表して

いただき，全体で共有しました。本通信では，当日

発表できなかったその他のグループの意見を含め，

情報交換会の中で出た意見のうち主なものを紹介

させていただきます。 

【情報交換会で出た主な意見】 

①会議で活発に意見交換するためには  ②地域の声を学校運営に生かすためには 

・部会毎に分かれた話し合いは活発化しやすい。 

・新規の活動についての意見は活発化しやすい。 

・学校が必要な支援を明示することで，  

地域協議会は意見を出しやすい。  

・全委員に必ず一言は発言してもらう。 

・飲み会等によりコミュニケーションを図る。 

・ボランティア同士の意見交換会を実施し，  

出た意見を地域協議会に報告する。  

・多くの委員に出席してもらうため，  

会議の開催日時を工夫する。  

・課題を絞って解決に取り組む。 

・委員と子ども達が話し合う機会を設ける。 

・現役ＰＴＡに活動に参加してもらい，  

学校のことを知ってもらう。  

・学校から保護者に伝えにくいことを  

地域協議会から保護者に伝える。  

・学校評価の結果が悪かった項目を改善する  

ための取組みを行う。 

（例）「好き嫌い」の項目が市平均を下回った  

ため，食育の親学講座を開催  

○ 参加者の皆さんには，貴重な意見を出していただき，大変ありがとうございました。紙面

の都合上，全ての意見を紹介することはできませんでしたが，紹介させていただいた意見等

を参考に，各地域協議会での会議の活性化に繋げていただければ幸いです。  


